
DX 推進
東急で実施してる
内製化の 3 つのポイント
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URBAN HACKS とは

2021 年 7 月

「街づくりの DX」に向けて

内製開発のチームを発足



プロダクトの特性に応じ

た開発チームを作成し、

開発を効率化していま

す。

 URBAN HACKS が DX 推進で取り組んでこと

チーム作り 開発スタイル クラウド活用
スモールスタート・スピード感を

重視した内製・アジャイル・スク

ラムでの開発。

安定性・スケールを重視して、

オフショア・外注での開発。

各事業のスピードを落とさ

ずに、安全にクラウド活用

出来るように、Config 

Controller を利用したセ

キュリティガードレールを作

成。



チーム作り
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内製化の目的

● ノウハウの蓄積

● コスト削減

● 柔軟でスピーディーに対応

● 個人情報・機密情報を自社内から出さない



東急の

内製化の目的

● ノウハウの蓄積

● コスト削減

● 柔軟でスピーディーに対応

● 個人情報・機密情報を自社内から出さない

リアルのビジネスが強いのに、顧客とのデジタルの接点が弱い

デジタル面のユーザ接点を強固にし、

より良いユーザ体験を提供するための内製化



チーム体制
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内製開発チーム

小さく検証をしながら柔軟に動けるチーム

● 素早く動ける小ささ  かつ 作業を完了するのに

十分なサイズ（6〜9 名）

● 事業に関する意思決定が出来る人（ BO）も同じ

チームに入れる

● 事業部連携・デザイン・開発・ QA の

すべての活動に責任と権限をもつ
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Appendix. 大規模アジャイル体制



開発スタイル  
一気通貫
フラット & アジャイル
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一気通貫でプロダクト戦略の検討〜開発・検証を実施
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フラット & アジャイル

・チャンス、インサイト発見は全員で 。やりたいことがあり過ぎる状態を常に作っておく。
・開発については、デュアルトラックアジャイル方式で、 価値検証とデリバリーを高速に回す 。



クラウド活用 
config controller による
ガードレールの作成
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そもそもなぜガードレールが必要なのか？

クラウドはオンプレと異なり、簡単な設定で外部  IP 
アドレスの付与などが可能。

セキュリティを担保するには、
誤った設定を導入しない。
継続的にチェックし続けるような取り組みが必要。

東急においては、
これから新規で作成するものとモダン化するものを含めて、
230 社独立して成長している状態では、すべての環境でこれ
らを担保することは非常にコストがかかります

各事業の開発スピードを維持しながらも、
セキュリティリスクを低減するためには、
全体で自動化された仕組みガードレールが必要



Config Controller
出来ること

● 誤った設定の投入を事前に防ぐ

● 誤った設定を正しい状態へ修正する

● 構成ミスを継続的に監査する



Config Controller  とは

● Google Cloud リソースのプロビジョニングと

オーケストレーションを行うホスト型サービス

● Config Controller では、Kubernetes スタイル

のシンプルな宣言型の構成を定義して使用可

能（Configuration as Data）

● Kubernetes のエコシステムやリソース管理の

仕組みをクラウドリソースの管理に適用



Config Connector

Config Controller managed by Google

Config Sync

Policy Controller

GitOps

リソース管理

ポリシー管理

Config Controller の構成要素



Config Connector

Config Controller managed by Google

Config Sync

Policy Controller

GitOps

リソース管理

ポリシー管理

Config Controller - リソース管理



● Terraform / Deployment Manager などの 

Infrastructure as Code で実現するインフラ構

築機能を Kubernetes Resource Model 

(KRM) を利用して実現

● リソースをプロビジョニングするための操作や

手順を定義するのではなく、リソースの 理想の

状態をデータとして定義する宣言型アプローチ  

(Configuration as Data) を     採用

kubectl Config 
Management API Clients

Kubernetes API Server

Config Connector

Cloud 
Spanner

Cloud 
Memorystore

Cloud 
Pub/Sub Cloud IAMCloud SQL Cloud 

Storage

Config Connector

https://cloud.google.com/blog/ja/products/containers-kubernetes/understanding-configuration-as-data-in-kubernetes


● Kubernetes の Reconciliation Loop という特徴を

利用できる

○ 実際の状態を観測し、理想の状態（定義した

内容）と比較

○ 理想の状態になるよう変更を繰り返す

→継続的な適用（自動修正）を実現

● Kubernetes のエコシステムを活用できる

○ Kubernetes リソースに対する制約の設定

○ 構成管理・マニフェスト管理

→開発と同じツールの利用、　　　　　　　クラ

ウドリソース管理の高度化

KRM によりクラウドリソースを管理することの利点

Reconciliation Loop

ユーザが定義した状態

現在の状態

観測変更

宣言



リソースの作成

(Pub/Sub インスタンスを作成する例 )

apiVersion: pubsub.cnrm.cloud.google.com/v1beta1
kind: PubSubTopic
metadata:
  labels: LABEL_VALUE
  name: TOPIC_NAME

$ kubectl apply -f pubsub-topic.yaml

pubsub-topic.yaml

リソースの更新

(作成したリソースを更新 )

apiVersion: pubsub.cnrm.cloud.google.com/v1beta1
kind: PubSubTopic
metadata:
  labels: NEW_LABEL_VALUE
  name: TOPIC_NAME

$ kubectl apply -f pubsub-topic.yaml

pubsub-topic.yaml

リソースの削除

$ kubectl delete -f pubsub-topic.yaml

Config Connector によるリソースの作成 / 更新 / 削除



Config Connector

Config Controller managed by Google

Config Sync

Policy Controller

GitOps

リソース管理

ポリシー管理

Config Controller - ポリシー管理



● Open Policy Agent (OPA) Gatekeeper がベース

● Constraints を用いてクラスタのコンプライアンスを強化

● Rego と呼ばれる  Native Query Language を使ってポリシーを
記述、テンプレートもあり

Policy Controller

https://github.com/open-policy-agent/gatekeeper
https://www.openpolicyagent.org/docs/latest/policy-language/
https://github.com/open-policy-agent/gatekeeper/tree/master/library


Policy Journey

Authoring

デプロイ前に 
config の差
分を確認

Admission

ポリシーに準拠
していない変更を 

API でブロック

Audit

リアルタイムに
コンプライアンス違

反のアラート

サービス
管理者

プラットフォーム管
理者

Policy Blueprints
Google が作成した制約や、
カスタム制約がガードレールになる



デフォルト ポリシー ライブラリ

● 60 + 制約テンプレート ライブラリが Policy Controller のデフォルトでインストール済

● ライブラリは Policy Controller チームにより継続的にメンテナンスされ、拡張される

認証を不要とするサービスへの

アクセス許可を認めない

ドメイン制限が設定された

ロールのみの利用許可

クライアント / サービス間での

相互 TLS 通信を強制

コスト管理のために必要な

タグが必須とする制限

きめ細かいサービス認可管理

がなされていることを要求

クラスタやサービスへの

アクセスログ有効化を必須に

https://cloud.google.com/anthos-config-management/docs/reference/constraint-template-library


Policy Controller による制約

Policy Controller で作成した制約を  Google Cloud リ
ソースの構成ファイルに対して適用することでガード

レールを作成

Rego という言語を利用し、組織ポリシーには存在しな

いような自由度の高い制約を作成することが可能

Config Controller (Config Connector) で管理してい

るリソースが対象
GKE

Policy Controller

AdmissionReview
(request)

AdmissionReview
(response)

kubectl Config Mgmt API Clients

Policy

Rule Definition

Enforcement



Config Connector

Config Controller managed by Google

Config Sync

Policy Controller

GitOps

リソース管理

ポリシー管理

Config Controller - GitOps



Git
repository

① 変更

② クラスタは対象リポジトリを

　 定期的に確認、

　 実環境と設定に差分が発生したら、

　 その変更を自らのクラスタに反映

システム管理者

または CI など

機械的主体

Config Sync によるクラスタ構成の一元管理・自動化

理想状態が  ”維持される” （ドリフトが起きない）仕組みを実現

設定には逐次適用ではなく、 GitOps + Reconciliation による制御を採用

Config Controller Cluster 



Appendix: 東急の構築したリソース階層

xxxx.co.jp

Dev

Payment

xxxx-dev-common-tools

組織

フォルダー

プロジェクト

Staging Prod Sandbox

Common Account

xxxx-dev-common-netwo
rk xxxx-dev-payment-app

環境

サービス

機能

プロジェクト命名規則：{組織略称}-{環境名}-{サービス名}-{機能名}

xxxx-shared-admi
n-audit

Shared

Admin



Appendix: サンプル構成（環境ごと）

MyOrg.com

En
vi

ro
nm

en
t

Pr
oj

ec
ts

App2

Prod

 SecOps Team [Security Roles]

SRE Team
(CRUD)Staging

App1 App2 App1 App2 App1 App2 App1

TestDev
Dev 
Teams
(R/W)

Dev 
Teams
(R/W)

Dev 
Teams 
(R/W)

IAM Policy

 Network Team [Network Roles]

Application



Appendix: サンプル構成（機能ごと）
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総括
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プロダクトの特性に応じ

た開発チームを作成し、

開発を効率化していま

す。

総括

チーム作り 開発スタイル クラウド活用
スモールスタート・スピード感を

重視した内製・アジャイル・スク

ラムでの開発。

安定性・スケールを重視して、

オフショア・外注での開発。

各事業のスピードを落とさ

ずに、安全にクラウド活用

出来るように、Config 

Controller を利用したセ

キュリティガードレールを作

成。



弊社の宣伝
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エンジニアによる、

まちづくりを。
2015 年までソニーグループの各社で勤務。

最後の 5 年間は、スウェーデンのソニーモバ

イルで、ウェアラブルや IoT プロダクトの UX 
デザイン/企画統括を務める。その後日本に

帰国。IoT 化による自動車業界の革新を予

想し、その年に日産自動車に入社。 2016 年
から、ルノー日産アライアンスのコネクテッド

カーサービスデザインを統括しながらデジタ

ル内製化組織の立ち上げを実行し、2019 年
から日産のコネクテッドカー SW＆UX 開発を

統括。 2021 年 4 月に、デジタルをフル活用

したまちづくりの実現を目指し東急に入社。
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エンジニア、デザイナー個人に宿る技術や想

いが、人を豊かに、街を便利にしてくれる。私

はその可能性を信じています。だから、まず

は最高のフィールドづくりに注力します。この

組織では、国籍も、性別も、年齢も、学歴も、

服装も、髪型も不問。大企業的な忖度は一

切なし。実力本位で情熱優先。それぞれの

人格を重んじて個性を尊重します。大事なの

は、自由な挑戦心が制限されないこと、そし

てそれを支える最先端の開発環境が準備さ

れていることです。東急グループの資産を生

かした独自の組織体制、福利厚生、カル

チャーで、技術者の理想郷を作りあげていき

ます。

目指すのは、
技術者の理想郷。
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職場の雰囲気職場の雰囲気
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UH の募集要項

https://10q89s.jp/

https://10q89s.jp/


Thank you.


